
漁況海況予報事業

村山達朗・安達=朗・田中伸和・北沢博夫

的目

沿岸沖合漁業に関する漁況と海況とを調査研究し、その結果にもとづいて作製された速報ならび

に予報を正確迅速に広報普及し、漁業経営の安定に寄与することを目的とする。

調査の実施概要

1．海洋観測の種類と実施月（付表に海洋観測記録及び卵惟仔査定結果を示す）

調査員

北沢博夫

田中伸和

北沢博夫

田中伸和

田中伸和

村山達朗

村山達朗

調査名観測年月日

6０．４２～

６０．４．３０～５．

６０．８５～

6０．９３～

６０．１０．２～

６０．１１．５～

６１．３４～

３３＊

３５絆

２０

２７

２０

１５

３３>Ic1cIく

沿岸定線調査

沿岸定線調査

沖合定線調査

漁場一斉調査

沿岸定線調査

沿岸定線調査

沿岸定線調査

４
２
８
６
４
８
７

＊補間点１４点を含む。拝補間点１５点を含む。>IcIcI〈補間点１６点を含む。

水温・塩分検定：村山卵椎仔同定：北沢生物調査：安達・田中

２観測定線図１に示す。

3．調査項目

観測層０，１０，２０，３０、５０，７５，１００，１５０，２００，３００ｍ深

観測項目水温、塩分、卵椎仔、気象、海象、釣獲試験

4．調査船・観測機器

調査船島根丸（139.06トン、７７０馬力）

観測機器ナンセン採水器・サリノメータ（オートラプ社）

システム）・測深機(油圧式3.7馬力1500ｍ

ラブ社）・防圧転倒温度計・ＤＢＴ(環境計測

1500ｍ）・魚群探知機(古野電気）
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調査結果の概要

昭和60年４月から昭和61年３月までの浜田沖北方断面の水温分布および、平年差を図２～８に示

した。各月の海況の概要は以下の通りである。

４月：全般的に平年並の水温分布であるが、浜田沖70～90mileの海域は高山沖の冷水の影響を

受け、平年より低めである。この傾向は1984年の秋より続いており、高山沖の冷水が接岸

傾向にあったことを示していろ。

５月：沿岸域及び表層の水温は平年並みの上昇を示しているが、浜田沖50～70mileの中層以深

及び90ｍｉｌｅ以上の沖合域では平年より低めとなっていろ。沖合底曳船からの聞き取ｂ調

査では高山沖でアマダイの蝿死現象が報告されており、沖合域はかなり水温が低かったよ

うである。

８月：沿岸部の一部を除いて水温は全般に平年より高めであり、特に浜田沖70～90ｍｉＩｅの中層

域では平年より６℃以上高めとなっていろ。

９月：８月同様、沖合域を中心として平年より高めの海域が広がっている。

10月：沿岸域の水温は平年並みとなったが、浜田沖80～l00mileの沖合中層域を中心として平年

より高めの海域が広がっている。８月から続いている沖合域での高温傾向は島根沖冷水が

例年になく西偏しているためである。

１１月：水温は前月までとは一転して低めの海域が広がっており、浜田沖70mile付近の中層を中
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心として部分的には平年より５℃以

上低めとなっていろ。これは夏以来

続いていた島根沖冷水の西偏状態が

終り、逆に島根沖に接岸したことを

示していろ。

年間を通じての最低水温期に入って

いるが全般に平年並みの海域が広が

っている。浜田沖l00mileの沖合域

では２℃前後低めとなっていろ。
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漁 沢

1）漁獲量の経年変化

図９に昭和40年以降の浜田港における巾着網漁穫量の経年変化を示す。

漁獲量の山は昭和45年と昭和51年に、谷は昭和47年と昭和53年にみられ、この山と谷は漁痩物

の魚種交代の時期とほぼ一致していろ（後述）。全体の傾向として増加の傾向にあり、昭和57年以

降は６万トン台の高い水準を維持し、昭和60年には過去最高の約73,000トンに達した。
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図９浜田港における巾着網漁獲量の経年変化

2）漁獲量の季節変化

図10に昭和58年～６０年までの月別漁穫を示す。

近年の漁獲パターンは３～６月の春漁と、，,～,２月の秋漁とにほぼ分けることができたが、この

パターンは崩れつつある。すな×,03ﾄン

わち、１～３月期のマイワシの１４

好漁（後述）による漁痩量増大１２

で、２－３月を漁獲のピークと漁
１０

なる１峯型の漁l遵パターンとな

っていろ。昭和59年と60年には獲８

とのl～３月期の漁獲量で年間６
漁獲量の約50％を占めており、量

４
記録的な漁獲型Iま同時期のマイ

ワシの漁穫によるものである。 ２

3）漁種構成の経年変化

図11に巾着網漁獲量の魚種構

１２３４５６７８９１０１１１２月

図1０昭和58年～60年の浜田港巾着網漁痩壁の季節変化
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成の経年変化を示す。

漁穫の主体は昭和45年頃ま

ではマアジであり、昭和45年ｓ､40-42

～51年頃まではマサパであっS43-45

たが、昭和52年頃から現在ま
Ｓ４６－４８

ではマイワシとなってし、ろ。

この現象は各魚種の資源水準Ｓ､49-51

を反影していろと考えられ、
So52-54

現在はマイワシのⅡ寺代である

Ｓ､55-57
ことカメわかる。

ロマサバ圏カタクチ図ウルメ■マイヮシ

４０６０８０100％

ロマアジ

０２０

Ｓ､58-60

4）魚種別漁穫量の季節 図１１浜田港における巾着網漁痩割合の年変化

変化

図12～14に昭和58年～60年のマアジ、マサバ、マイヮシ、ウルメイヮシの漁獲量の季節変化を

示す。

①マアジ

図12にマアジ漁痩風の季節変化を示す。

マアジはその豊漁期には３～５月と９～10月に好漁されることが多かった。しかし、近年では春

漁期が遅れ、５月中旬に初漁がみられ、６月にピークとなり、以降７月末までに減少し、再び９～

10月にピークとなるパターンとなっていろ。昭和58年～60年についてみれば、昭和58年と60年に

は６～７月に１才魚主体の漁穫が、昭和59年には９～11月に０才魚主体の漁獲がみられ､各年とも

近年にない好漁を示した。こ

れは昭和57年生まれと昭和5９×103トン⑤＿￣ぜ■－，トｊ･ＵＰ~Ｕ‐□Ｕ－－－司苣－ＴＵＨ￣Ｕ肝￣￣
３

年生まれの資源水準ｶﾇ高力>っ

たことを示唆するものである。
漁

また、マイヮシなどと比較し ２

て漁iiii規模は小さいものの、獲

昭和55年以降漁獲壁は徐々に

増加傾向にあることなどから量，

マアジ資源も復活の気配をみ

せているように思えろ。これ

らの現象を資源回復に結びつ
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１２３４５６７８９１０１１１２月

けて考えることはいささか早

計であろうが、そのポテンシ 図１２浜田港におけるマアジ漁痩量の季節変化
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ヤルがあるともいわれており、 ×１０３トン

今後の動向が注目されろ。４

②マサバ

図13にマサパ漁極量の季節漁３
変化を示す。

マサパの近年の漁獲パター獲
２

ンは４～６月の産pH群の漁獲、
趾

11～12月の越冬群の漁穫であ

る。昭和58年と６０年につして

はほぼ同じパターンであるが、

春漁、秋漁とも全般的に漁獲

年
年
年

記
卵
釦

Ｓ
Ｓ
Ｓ

－
－

Ｃ

￣■
グ

ゲ

戸グ
、

〃
ひ

、

■

〃
〃

、

、

'

￣￣●
－－－■■■－－－－－－￣￣

１２３４５６７８９１０１１１２月
水準が低く、昭和59年にあっ

図１３浜田港におけるマサパ漁痩避の季節変化ては春漁の不振に加え、秋の

越冬群の漁獲がほとんどみられなかった。昭和54年には約22,000トンを漁獲し､資源回復の徴候か

とも思われたが、それ以降6,000～7,000トンの水準を低迷していろ。これは主として春漁の産卵

群の漁獲減が原因していろと思われ、マサパの資源水準の低さを示すものであろう。

③マイワシ

図１４にマイワシ漁獲量の季節変化を示す。

マイワシの漁穫パターンは12～４月の大羽イワシ（２～４月に産卵群)、５～６月の中羽イワシ、

７～11月の小羽イワシに分けることができる。昭和57年頃までは５～６月の中羽イワシが多かった

が､昭和59年以降は特に１～３月の漁獲増が目立った。５～６月の漁獲水準は、マイワシの漁獲壁

が増加しはじめた昭和53年以

降大きな変動はみられていなｘ103ﾄン
ｌ４

ｂ､ことから、近年のマィヮシ

１２
漁獲遺國の増大はl～３月期の

越冬、産卵群の漁獲増による漁'ｏ

ところが大きいといえ、マイ
穫８

ワシの資源水準の豊かさを示
６

しているものといえる。１画

４
④ウノレメイワシ

図１５にウルメイワシ漁獲壁２

の季節変化を示す。

ウルメイワシは例年５～７

月に大・中羽ウルメイワシが

Ｘｌ士

爪

､'illlIl，
図1４浜田港におけるマイワシ漁獲量の季節変化
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９～11月に小羽ウルメイワシ

が漁獲される。しかし、昭和

58年は７月まで漁穫がみられ

ず、８月に入って大羽ウルメ

イヮシが漁獲された。その後、

盆休みをはさんで小羽ウルメ

イワシに変ったのは例年通り

であるが、１１月まで比較的安

定した漁穫がみられ、秋漁と

してウルメイワシの多かった
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ことが特徴としてあげられろ。 １２３４５６７８９１０１１１２月

昭和59年も８月に入っても 図１５浜田港におけるウルメイワシ漁獲量の季節変化

大羽ウルメイワシの漁獲がつ

,づき、８月としては２年続いての好漁であった。ウルメイワシの資源水準は他の浮魚に比較して低

く、安定していろといわれており、例年、月間の変動は大きいが、年間の変動は小さい。しかしな

がら、昭和60年についてはその年間漁痩量は過去10ケ年間の平均漁穫量の1／5程度と大きく変動

し、逆に､月間の変動は比較的小さかったのが特徴的であった。
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